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平
成
十
五
年
九
月
、
北
海
道
生
涯
学
習

審
議
会
は
、「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に

向
け
た
今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
の

答
申
の
中
で
、「
道
民
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け

る
『
ほ
っ
か
い
ど
う
学
』
の
提
供
」
に
つ

い
て
提
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

道
民
カ
レ
ッ
ジ
事
業
も
今
年
で
四
年
目

を
迎
え
、
「
学
習
機
会
の
拡
充
」
か
ら

「
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
へ
と

シ
フ
ト
し
、
新
た
な
事
業
展
開
を
通
し
て

「
道
民
カ
レ
ッ
ジ
」
の
更
な
る
充
実
・
発

展
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
五
月
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
道
民
カ
レ
ッ
ジ
運
営
委
員
会

（
町
井
輝
久
会
長
）
で
、「
道
民
カ
レ
ッ
ジ

に
お
け
る
『
ほ
っ
か
い
ど
う
学
』
の
新
た

な
構
築
と
体
系
化
」
に
向
け
、
具
体
的
な

方
向
性
や
取
組
み
に
つ
い
て
の
検
討
を
、

「
評
価
・
活
用
検
討
部
会
」（
木
村
純
部
会

長
）
に
依
頼
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
評
価
・
活
用
検

討
部
会
で
は
、
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
計

四
回
の
部
会
を
開
催
し
、「
ほ
っ
か
い
ど

う
学
に
つ
い
て
」
の
協
議
を
重
ね
、
八
月

二
十
五
日
を
も
っ
て
、
ほ
っ
か
い
ど
う
学

の
定
義
を
は
じ
め
そ
の
方
向
性
等
に
つ
い

て
の
部
会
案
を
ま
と
め
、
八
月
三
十
一
日

の
運
営
委
員
会
に
報
告
し
、
決
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
運
営
委
員
会
で
決
定
し

た
『
ほ
っ
か
い
ど
う
学
に
つ
い
て
』
を
指

針
と
し
な
が
ら
、
平
成
十
七
年
度
の
事
業

展
開
に
向
け
、
事
務
局
を
は
じ
め
関
係
機

関
等
で
具
体
的
な
作
業
に
入
り
ま
す
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、『
ほ
っ
か
い
ど
う
学
』
の
定
義

二
、
目
的
と
意
義

①
　
道
民
自
身
が
北
海
道
（
あ
る
い
は
自

分
の
生
活
し
て
い
る
地
域
）
の
現
状
、

歴
史
に
つ
い
て
学
習
し
、
そ
れ
を
も
と

に
北
海
道
を
創
造
す
る
主
体
と
な
る
学

習
で
あ
る
。

②
　
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
地
域
づ
く

り
に
自
ら
か
ら
参
加
し
て
い
く
こ
と
に

結
び
つ
く
学
習
で
あ
り
、
単
な
る
「
も

の
し
り
」
を
育
て
る
も
の
で
は
な
く
、

地
域
づ
く
り
の
実
践
方
法
の
学
習
へ
と

発
展
す
る
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
づ
く

り
に
不
可
欠
の
学
習
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
北
海
道
を
知
る
た
め
の
学
習

講
座
に
加
え
て
地
域
づ
く
り
の
実
践
方

法
に
つ
い
て
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
が
求
め
ら
れ
る
。

③
　
行
政
機
関
や
教
育
機
関
だ
け
で
な

く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
も
参
画
す
る
北
海

道
を
創
造
す
る
協
働
の
学
び
で
あ
る
。

④
　
従
来
行
政
依
存
が
強
い
と
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
道
民
気
質
を
改
め
る
契
機
と

も
な
る
学
習
で
あ
る
。

⑤
　
大
学
放
送
講
座
や
道
立
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
講
座
な
ど
、
道
民

を
は
じ
め
学
習
の
支
援
に
当
た
る
関
係

職
員
の
養
成
も
含
む
学
習
機
会
の
改

革
・
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

三
、
体

系

化

１
学
問
と
し
て
の
「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」

（
科
学
と
し
て
の「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」）

北
海
道
地
域
を
対
象
と
す
る
既
存
の
学

問
の
分
野
に
お
け
る
成
果
を
も
と
に
、
そ

れ
ら
を
地
域
研
究
と
し
て
総
合
化
し
、
よ

り
深
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
ホ
ッ
カ
イ
ド
ロ
ジ
ー
」
と
し
て
の
体
系

化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

「
道
民
カ
レ
ッ
ジ
」
と
し
て
は
、
高
等

教
育
機
関
や
関
係
学
会
の
道
民
へ
の
公
開

講
座
等
の
開
催
や
そ
れ
ら
と
市
町
村
と
の

連
携
の
取
組
を
支
援
し
、
連
携
講
座
や
大

学
放
送
講
座
へ
の
参
画
を
求
め
る
。
学
習

機
会
の
情
報
を
道
民
に
提
供
し
て
、
道
民

の
学
習
が
、
科
学
と
し
て
の
「
ほ
っ
か
い

ど
う
学
」
の
発
展
を
基
礎
に
す
す
む
と
い

う
体
制
づ
く
り
を
援
助
し
、
学
問
創
造
の

プ
ロ
セ
ス
に
広
く
道
民
が
関
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
。

２
実
践
と
し
て
の
「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」

（
運
動
と
し
て
の「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」）

①
　
北
海
道
に
つ
い
て
の
多
面
的
な
知
識

の
獲
得

②
　
北
海
道
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立

③
　
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
識
や
技
術
を
地
域

づ
く
り
に
生
か
す

こ
の
三
本
の
柱
を
目
標
に
取
り
組
ま
れ

る
も
の
で
あ
り
、「
運
動
と
し
て
の
ほ
っ

か
い
ど
う
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
学
習
を
つ
う
じ
て
「
北
海
道
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
を
確
立
す
る
学
習
と
も
い
い
う

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
学
習
講
座
を

積
極
的
に
道
民
カ
レ
ッ
ジ
の
連
携
講
座
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
を
奨
励
す
る
。

３
　
道
民
と
高
等
教
育
機
関
や
関
係
学
会

と
の
協
働
の
学
習
で
あ
る
と
と
も
に
、

道
民
と
行
政
と
の
協
働
の
学
習
で
あ

る
。
高
等
教
育
機
関
や
関
係
学
会
が
提

供
す
る
学
習
に
つ
い
て
の
情
報
の
提

供
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
お
け
る
連
携

を
追
求
す
る
。

４
　
道
民
の
学
習
の
場
に
、
研
究
者
や
行

政
職
員
が
積
極
的
に
参
加
し
、
と
も
に

学
習
す
る
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
道
民
と
共
に
学
習
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
行
政
も
変
わ
り
、
道
民
と
の
新
し

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
生
ま
れ
る
。

行
政
職
員
等
を
対
象
と
す
る
研
修
機
会

へ
の
道
民
の
参
加
を
可
能
に
す
る
と
と

も
に
、
情
報
提
供
を
行
い
、
行
政
の
領

域
を
越
え
た
連
絡
・
調
整
組
織
を
確
立

す
る
。
道
や
市
町
村
が
主
催
す
る
学
習

機
会
を
連
携
講
座
に
位
置
づ
け
て
い
け

る
よ
う
、
内
容
の
充
実
や
学
習
方
法
の

改
善
等
を
支
援
す
る
。

◎
道
民
カ
レ
ッ
ジ
の

『
ほ
っ
か
い
ど
う
学
』
に
つ
い
て
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ほ
っ
か
い
ど
う
学
は
、
道
民
自
身

が
北
海
道
（
あ
る
い
は
道
内
の
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
）
に
つ
い
て
、
現
在
を

見
つ
め
、
過
去
を
知
り
、
未
来
の
あ

り
方
を
考
え
る
協
働
の
学
び
で
あ

る
。こ

の
学
習
に
よ
っ
て
、
道
民
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立

し
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

培
わ
れ
た
知
識
と
能
力
を
生
か
し
て

北
海
道
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
参

加
す
る
学
習
で
あ
る
。



５
　
学
習
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
高

等
教
育
機
関
な
ど
の
他
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

企
業
等
が
広
く
関
わ
る
。
例
え
ば
、
千

歳
学
出
前
講
座
等
各
市
町
村
の
取
り
組

み
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
ほ
っ
か
い

ど
う
学
」
の
学
習
機
会
の
提
供
は
、
行

政
や
高
等
教
育
機
関
の
み
な
ら
ず
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
企
業
も
関
わ
り
、
こ
れ
ら
が
主

催
・
実
施
す
る
学
習
機
会
を
道
民
に
幅

広
く
開
く
も
の
で
あ
る
。

四
、
学
習
の
課
題
及
び
領
域

１
　
北
海
道
生
涯
学
習
審
議
会
平
成
十
五

年
度
答
申
で
は
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」

の
領
域
あ
る
い
は
分
野
を
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
道
民
カ
レ
ッ
ジ
に
お

い
て
は
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」
の
学

び
を
重
要
な
柱
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た

め
に
、
今
後
は
、
領
域
・
分
野
に
も
と

づ
く
コ
ー
ス
区
分
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

①
　
本
道
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
産
業

構
造
に
基
づ
く
「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」

・
自
然
と
の
共
生
の
た
め
の
自
然
保
護
、

環
境
問
題
学
習
　

・
雪
や
寒
さ
の
克
服
と
生
活
文
化
の
創
造

（
利
雪
・
親
雪
）

・
ア
イ
ヌ
文
化
の
理
解
と
そ
の
振
興

・
北
方
圏
諸
国
と
の
国
際
交
流
、
異
文
化

理
解

・
農
林
水
産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
関
連

産
業
の
発
展

・
人
材
養
成
・
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
知

的
産
業
の
集
積
と
人
材
養
成

②
　
本
道
の
生
涯
学
習
施
策
の
独
自
性
に

基
づ
く
「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り

・
道
民
カ
レ
ッ
ジ
を
通
じ
た
産
学
官
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り

２
　
例
え
ば
、
道
・
道
教
委
及
び
関
係
機

関
等
の
実
施
し
て
い
る
学
習
機
会
を
も

と
に
キ
ー
ワ
ー
ド
で
の
区
分
を
試
み
る

と
、次
の
よ
う
な
区
分
が
可
能
で
あ
る
。

①
　
北
海
道
の
総
合
的
施
策
に
関
わ
る
も

の
（
道
州
制
、
市
町
村
合
併
、
少
子

化
・
高
齢
化
な
ど
）

②
　
北
海
道
の
文
化
と
歴
史
に
関
わ
る
も

の
（
博
物
館
・
美
術
館
の
セ
ミ
ナ
ー
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
文
化
な
ど
）

③
　
北
海
道
の
自
然
・
環
境
に
関
わ
る
も

の
（
自
然
保
護
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
森
づ
く
り
・
森
林
サ
ポ
ー
タ
ー
、

景
観
づ
く
り
、
自
然
体
験
な
ど
）

④
　
北
海
道
の
産
業
に
関
わ
る
も
の

（
産
業
の
活
性
化
、
起
業
、
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
、
農
林
水
産
業
の
発
展
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
と
産
業
化
、
観

光
・
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興
な
ど
）

⑤
　
北
海
道
の
生
活
に
関
わ
る
も
の

（
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
、
地

産
地
消
、
生
き
が
い
農
業
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
、
移
住
な
ど
）

⑥
　
北
海
道
の
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ

る
も
の
（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
冬
の

ス
ポ
ー
ツ
、
雪
ま
つ
り
等
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
な
ど
）

⑦
　
北
海
道
の
地
域
づ
く
り
の
方
法
に
関

わ
る
も
の
（
道
民
と
行
政
の
協
働
、
産

学
官
連
携
、
男
女
平
等
参
画
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）

こ
の
よ
う
な
領
域
区
分
は
、
道
民
カ
レ

ッ
ジ
が
、
ほ
っ
か
い
ど
う
学
を
柱
に
し
て

運
営
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
例
え

ば
「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」
博
士
を
道
民
カ

レ
ッ
ジ
の
学
位
と
し
て
認
定
す
る
た
め
に

は
、
従
来
の
学
習
の
累
積
に
加
え
て
①
〜

⑦
の
各
領
域
に
つ
い
て
必
ず
学
習
す
る
こ

と
を
求
め
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

五
、
方
　
　
法

１
　
道
民
自
身
が
北
海
道
づ
く
り
の
主
体

と
し
て
学
習
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
方

法
を
開
発
し
、
参
加
型
の
学
習
を
重
視

す
る
。
企
画
・
実
施
に
道
民
自
身
が
関

わ
る
こ
と
に
よ
り
、創
意
が
発
揮
さ
れ
、

楽
し
さ
が
生
み
出
さ
れ
る
。

２
　
市
町
村
等
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地

域
学
と
の
連
携
を
図
る
。

３
　
地
域
住
民
の
学
習
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

及
び
行
政
職
員
等
の
養
成
・
能
力
の
向

上
を
図
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
学
習
方
法
に

つ
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
や
支
援
者
の
専
門

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
道
民
自
身
が

企
画
・
運
営
に
参
加
す
る
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
を
行
う
。

六
、
具
体
的
な
取
り
組
み
方

１
　
大
学
放
送
講
座
を
充
実
さ
せ
、「
ほ

っ
か
い
ど
う
学
」
と
し
て
の
体
系
性
を

強
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
ち
よ
り

方
式
か
ら
も
っ
と
内
容
の
統
一
性
・
体

系
性
を
強
め
る
。

２
　
今
ま
で
様
々
に
取
り
組
ん
で
い
る
北

海
道
教
育
委
員
会
等
の
主
催
事
業
を

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」
と
い
う
立
場
か

ら
再
編
成
す
る
な
ど
、
主
催
講
座
の
拡

充
を
図
る
。

３
　
大
学
放
送
講
座
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を

充
実
さ
せ
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
出
前

講
座
」
を
実
施
す
る
。
実
施
を
希
望
す

る
市
町
村
の
要
望
に
も
と
づ
き
、
学
習

者
の
参
加
も
図
り
な
が
ら
、
そ
の
企

画
・
実
施
を
市
町
村（
教
育
委
員
会
等
）

と
道
民
カ
レ
ッ
ジ
が
共
同
で
取
り
組

む
。

４
　
教
育
研
究
機
関
や
市
町
村
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
な
ど
か
ら
講
座
に
つ
い
て
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
方
式
の
事
業
を
公
募
し
、
優

れ
た
事
業
へ
の
顕
彰
等
を
行
う
。
そ
の

成
果
を
広
く
道
民
に
知
ら
せ
、
連
携
講

座
の
充
実
を
積
極
的
に
図
る
。
学
習
機

会
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
地

方
で
の
開
催
に
力
点
を
置
く
。

５
　
地
域
づ
く
り
の
方
法
を
重
視
し
た
リ

ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、

実
施
す
る
。
そ
の
取
り
組
み
に
は
、
道

民
カ
レ
ッ
ジ
学
位
取
得
者
に
参
加
を
呼

び
か
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

６

「
ほ
っ
か
い
ど
う
学
」を
柱
に
道
民
カ

レ
ッ
ジ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
う
え
で
、

カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
の
役
割
が
今
以
上
に

求
め
ら
れ

る
。
道
民
カ

レ
ッ
ジ
事
務

局
に
よ
る
講

座
の
企
画
・

実
施
を
す
す

め
る
た
め
に

は
、
事
務
局

の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能

を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。
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■
前
期
よ
り
大
幅
ア
ッ
プ

①
連
携
講
座
参
加
団
体

【
市
　
　
　
町
　
　
　
村
】
三
五
団
体

【
高

等

教

育

機

関
】
六
一
団
体

【
各
種
団
体
・
民
間
教
育
事
業
者
・
企
業
等

】
一
五
団
体

【
そ
の
他
の
関
係
機
関
】
一
七
団
体

合
　
計
　
一
二
八
団
体

②
コ
ー
ス
別
連
携
講
座
数

・
ほ
っ
か
い
ど
う
学
コ
ー
ス

六
〇

・
能
力
開
発
コ
ー
ス

六
三

・
環
境
生
活
コ
ー
ス

七
一

・
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

六
二

・
教
養
コ
ー
ス

二
一
五

合
　
計
　
四
七
一
講
座

◎
『
大
学
放
送
講
座
』
に
つ
い
て

【
テ
ー
マ
】

・
北
海
道
の
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

【
放
送
日
程
】

・
十
月
二
日
〜
十
一
月
六
日
毎
週
土
曜
日

午
前
五
時
〜
五
時
三
〇
分
（
六
回
）

《
Ｈ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
放
映
》

■
大
学
放
送
講
座
テ
キ
ス
ト
の
申
込
み

・
価
格
　
六
〇
〇
円
（
税
込
み
）

・
送
料
　
二
四
〇
円

（
申
込
み
は
道
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
へ
）

平
成
十
六
年
度
の
生
涯
学
習
実
践
記
録

と
研
究
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

本
事
業
も
二
十
九
回
目
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◎
趣
　
旨

急
速
に
変
化
す
る
現
代
社
会
の
中
で
健

康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

人
々
が
多
様
な
形
で
学
び
合
う
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
活
動
を
し
て
い
る

方
々
や
地
域
、
学
校
、
施
設
、
団
体
、
企

業
等
で
活
動
し
て
い
る
方
々
の
実
践
、
研

究
、
未
来
へ
の
展
望
・
提
言
に
つ
い
て
広

く
募
集
し
ま
す
。

◎
テ
ー
マ

☆
わ
た
し
の
生
涯
学
習

（
社
会
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
リ
カ

レ
ン
ト
、
な
ど
）

☆
わ
が
ま
ち
の
生
涯
学
習

（
市
町
村
・
学
校
・
民
間
・
地
域
に
お

け
る
取
組
な
ど
）

☆
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習

（
あ
な
た
の
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
新
し
い

時
代
へ
の
提
言
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

取
組
、
国
際
的
な
活
動
な
ど
）

◎
応
募
の
方
法

★
原
　
稿

四
〇
〇
〇
字（
四
〇
〇
字
×
一
〇
枚
）程
度

（
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

表
紙
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

★
送
り
先

財
団
法
人
北
海
道
生
涯
学
習
協
会

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
〇
二

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

か
で
る
２
・
７
　
九
階

電
　
話
　
〇
一
一
―
二
八
一
―
六
六
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
一
―
二
八
一
―
六
六
六
四

★
募
集
期
間
・
締
め
切
り

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
（
水
）

平
成
十
七
年
一
月
二
十
日
（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◎
選
考
と
発
表

・
北
海
学
園
大
学
教
授
高
倉
嗣
昌
氏
を
委

員
長
と
す
る
五
名
の
審
査
委
員
会
で
厳
正

な
る
審
査
を
行
い
、
最
優
秀
一
編
、
優
秀

数
編
を
三
月
中
旬
に
決
定
、
本
人
に
通
知

し
ま
す
。

・
入
賞
者
に
は
賞
状
、副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
入
賞
者
の
発
表
は
当
協
会
の
広
報
誌

「
ほ
っ
か
い
ど
う
生
涯
学
習
」
と
各
新
聞

紙
上
な
ど
を
通
じ
て
行
い
、
最
優
秀
１
編

は
広
報
誌
「
ほ
っ
か
い
ど
う
生
涯
学
習
」

と
「
北
海
道
生
涯
学
習
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
に
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

◎
後
期
連
携
講
座
一
覧
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）

に
つ
い
て

大学放送講座　放送日時・テーマ・講師名
第1回　10月 2日（土）『脳卒中の予防とリハビリテーション』

札幌医科大学　吉尾　雅春 教　授

第2回　10月 9日（土）『市民活動で多様な社会生活を』
札幌大学　佐藤　郁夫 教　授

第3回　10月16日（土）『もうひとつの北海道文学』
北海道教育大学　小林　真二 助教授

第4回　10月23日（土）『教育におけるｅラーニングの活用』
北海道情報大学　藤井　敏史 助教授

第5回　10月30日（土）『農・水産業の新展開を目指して　―ＩＴの活用を探る―』
北海道東海大学　上瀧　　實 教　授

第6回　11月 6日（土）『健康の極意』
北海道医療大学　堀田　　清 助教授

◎「
大
学
放
送
講
座
」ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
日
程
に
つ
い
て（
参
加
無
料
）

開催地 実施日 場　　　所 担当講師 定員 申　込　み　先
函館市教育委員会　　　　TEL 0138－21－3445

天塩町教育委員会　　　　TEL 01632－2－1026

大滝村教育委員会　　　　TEL 0142－68－6111

白糠町教育委員会　　　　TEL 01547－2－2287

砂川市教育委員会　　　　TEL 0125－54－2121（内線381）

南幌町教育委員会　　　　TEL 011－378－2121（内線271）

上富良野町教育委員会　　TEL 0167－45－5511

北檜山町教育委員会　　　TEL 01378－4－5111（内線353）

北広島市教育委員会　　　TEL 011－372－3311（内線895）

帯広市教育委員会　　　　TEL 0155－22－7915

（財）北海道生涯学習協会学習振興課 TEL 011－231－4111（内線36－343）

（財）北海道生涯学習協会学習振興課 TEL 011－231－4111（内線36－343）

函 館 市

天 塩 町

大 滝 村

白 糠 町

砂 川 市

南 幌 町

上富良野町

北 檜 山 町

北 広 島 市

帯 広 市

札 幌 市

札 幌 市

函館市亀田福祉センター

天塩町社会福祉会館

大滝村基幹集落センター

白糠町社会福祉センター

砂川市公民館

ふるさと物産館（ビューロー）

上富良野町保健福祉総合センター

北檜山町農村環境改善センター

北広島市芸術文化ホール活動室

とかちプラザ講習室402

かでる2・7 4階会議室

かでる2・7 4階会議室

50名

150名

20～30名

100名

30名程度

50名

200名

150名

50名程度

50名

200名

200名

11月 6日（土）
13：30～15：30

札幌大学
佐藤　郁夫　教　授
北海道東海大学
上瀧　　實　教　授
北海道教育大学
小林　真二　助教授
札幌医科大学
吉尾　雅春　教　授
北海道情報大学
藤井　敏史　助教授
北海道東海大学
上瀧　　實　教　授
北海道医療大学
堀田　　清　助教授
札幌医科大学
吉尾　雅春　教　授
北海道医療大学
堀田　　清　助教授
札幌大学
佐藤　郁夫　教　授
北海道情報大学
藤井　敏史　助教授
北海道教育大学
小林　真二　助教授

11月 9日（火）
19：00～21：00

11月15日（月）
19：00～21：00

11月24日（水）
10：00～12：00

11月12日（金）
18：00～20：00

11月27日（土）
10：00～12：00

12月 3日（金）
10：00～12：00

12月14日（火）
9：30～11：30

１月13日（木）
18：30～20：30

１月28日（金）
19：00～21：00

1月17日（月）
13：00～15：00

2月 7日（月）
13：00～15：00
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新
着
ビ
デ
オ
等
貸
出
中

（
平
成
１６
年
度
前
期
購
入
・
寄
贈
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

新
着
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
只
今
、
貸

出
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
も
の
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

【
教
育
・
福
祉
】

「
運
動
大
好
き
！
〜
体
力
が
豊
か
な
心
を

育
む
〜
」「
子
ど
も
の
し
つ
け
と
父
親
の

役
割
」

小
学
生
の
人
権
学
習
シ
リ
ー
ズ
「『
人
権
』

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」「
私
の
権
利
、
み
ん

な
の
権
利
」

【
教
　
　
　
養
】

ア
ニ
メ
古
典
文
学
館

「
竹
取
物
語
」「
枕
草
子
」「
平
家
物
語
」

「
お
く
の
ほ
そ
道
」

【
産
業
・
技
術
】

「
ア
グ
リ
ン
の
農
林
水
産
ワ
ー
ル
ド
〜
農

村
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
？
〜
」

【
芸
術
・
芸
能
】

「
手
仕
事
　
伝
統
の
技
と
心
」
第
１
巻
〜

第
15
巻
　
「
大
き
な
か
ぶ
」「
字
の
な
い

は
が
き
」

「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
世
界
の
童
話
」第
１
巻
〜

第
12
巻「
白
い
町
　
ヒ
ロ
シ
マ
」（
劇
映
画
）

【
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
】

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
第
１
巻

「
投
手
編
」〜
第
８
巻
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
編
」

【
家
庭
生
活
・
趣
味
】

「
見
直
そ
う
あ
な
た
の
生
活
習
慣
病
」
第

１
巻
「
一
日
を
再
点
検
」、
第
２
巻
「
一

週
間
を
再
点
検
」

【
市
民
生
活
・
国
際
理
解
】

「
青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
す
す

め
〜
主
体
的
育
ち
を
支
え
る
」

【
学
校
教
育
】

「
た
の
し
さ
い
っ
ぱ
い
！
郷
土
の
音
楽
」

「
子
ど
も
が
不
登
校
に
な
っ
た
と
き
―
対

応
―
」

北
海
道
視
聴
覚
教
育
振
興
協
議
会
（
事

務
局
＝
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
）
主
催
の
同
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
十
月
一
日
（
金
）
〜
平

成
十
七
年
一
月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
の

募
集
期
間
で
、
道
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
個

人
・
団
体
（
サ
ー
ク
ル
・
学
校
・
教
育
機

関
等
）
の
皆
様
に
、「
北
海
道
の
自
然
、

歴
史
・
文
化
や
人
物
な
ど
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
映
像
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
学
習

教
材
な
ど
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
と
こ
ろ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学
習
促
進
事
業
」

の
実
施
状
況

今
年
度
の
「
生
き
が
い
づ
く
り
生
涯
学

習
促
進
事
業
」
は
、
全
道
十
四
管
内
の
う

ち
九
月
末
ま
で
に
、
四
管
内
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
予
定
は
、

十
月
二
十
六
日
　
赤
井
川
村

・
赤
井
川
村
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

十
一
月
　
九
日
　
門
別
町

・
門
別
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

十
一
月
　
十
日
　
追
分
町

・
追
分
町
公
民
館

十
一
月
十
九
日
　
端
野
町

・
端
野
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
の
連
携

事
業
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
様
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
教
材
利
用
の
申
込

み
で
き
ま
す
！
〈
教
材
予
約
は
こ
ち
ら
へ
〉

ご
利
用
期
間
（
５
本
ま
で
・
７
日
間

〔
宅
配
便
は
前
後
２
日
間
ず
つ
プ
ラ
ス
〕）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
１
１
│
２
３
１
│
４
１
１
１

（
３
６
│
３
４
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
生
涯
学
習
ほ
っ
か
い
ど
う
」

h
ttp
://m

a
n
a
b
i.p
re
f.h
o
kka
id
o
.jp
/

☆
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
教
材
貸
出
室
で
は
、

学
校
の
授
業
や
様
々
な
研
修
機
会
等
で
ご

利
用
い
た
だ
け
る
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
現
在
、
約

４
、
５
０
０
本
程
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

人
間
が
得
る
情
報
の
80
％
が
視
覚
聴
覚

か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
学
習
内

容
を
深
化
さ
せ
る
視
聴
覚
教
材
の
活
用
に

よ
っ
て
、
大
き
な
学
習
効
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

親
子
そ
ろ
っ
て
視
聴
し
、
家
庭
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
い
に
深
め
た

り
、
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
学

校
で
の
授
業
づ
く
り
、
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル

ー
プ
の
仲
間
同
志
の
楽
し
い
学
習
活
動
な

ど
生
涯
学
習
の
充
実
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の

視
聴
覚
教
材
を
大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

第
五
回
北
海
道
映
像

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
中
！

昨
年
の
最
優
秀
賞
作
品

「
石
狩
を
愛
し
た
彫
刻
家
本
郷
新
」札
幌
藻
岩
高
等
学

校
放
送
局
制
作
よ
り
石
狩
浜
の「
無
辜
の
民
」の
像

各賞は、次のとおりです。
最優秀賞 １点（賞状・賞金５万円）
優 秀 賞 ２点（賞状・賞金３万円）
入　　選 ３点（賞状・副賞）
そ の 他 特別賞・奨励賞　数点

生
涯
学
習
協
会
主
催
事
業
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平
成
十
五
年
五
月
、
町
長
か
ら
町
民
会

議
（
諮
問
機
関
）
に
対
し
て
、「
生
涯
学

習
の
推
進
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
方
策
」

に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
、
平
成
十
六
年
一
月

に
生
涯
学
習
社
会
の
望
ま
し
い
推
進
体
制

と
し
て
、
次
に
挙
げ
る
機
構
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
答
申
が
な
さ

れ
、
今
年
度
よ
り
新
機
構
に
よ
る
生
涯
学

習
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
涯
学
習
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
の

中
心
的
組
織
で
、
基
本
的
施
策
の
確
認
、

事
業
推
進
の
総
合
調
整
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
本
部
長
が
町
長
で
役
場
職

員
全
員
が
、
学
ぼ
う
と
す
る
個
人
・
家

庭
・
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
応
援
団
に
な
り

ま
す
。

行
政
が
町
民
に
何
を
す
る
か
で
な
く
、

町
民
自
ら
何
を
す
る
か
と
い
う
自
発
的
な

学
習
に
町
職
員
が
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。学

び
の
舞
台
は
町
民
が
演
出
、
町
民
が

主
役
、
行
政
は
裏
方
で
す
。

町
民
ニ
ー
ズ
の
調
査
研
究
と
意
識
啓

発
、
新
企
画
の
開
発
、
専
門
委
員
へ
の
情

報
・
資
料
の
提
供
、
指
導
者
の
体
制
づ
く

り
を
行
な
う
も
の
で
す
。

学
習
者
か
ら
要
望
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
受

け
、学
び
た
い
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
す
。

推
進
室
は
町
民
の
窓
口
に
な
り
ま
す
。

推
進
本
部
や
推
進
室
か
ら
の
指
示
に
よ

り
、
新
規
事
業
と
継
続
事
業
に
分
類
し
、

企
画
立
案
し
運
営
指
導
と
実
践
指
導
を
行

な
い
ま
す
。

よ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
町
民
の
皆
さ
ま
が

作
り
ま
す
。
委
員
会
を
活
用
し
て
、
楽
し

い
学
び
の
場
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
組
織
は
、
教
育
に
関
わ
り
の
深
い

方
や
実
際
に
学
習
し
て
い
る
方
に
お
願
い

し
て
、
生
涯
学
習
の
す
す
み
ぐ
あ
い
や
時

期
・
場
所
・
内
容
の
選
定
等
に
つ
い
て
学

び
た
い
人
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の

協
議
会
で
す
。

実
施
に
つ
い
て
意
見
や
評
価
を
本
部
長

に
具
申
も
し
ま
す
。

協
議
会
は
町
民
の
協
議
す
る
場
で
す
。

今
年
度
の
生
涯
学
習
重
点
事
業
と
し
て

次
の
三
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
専
門
委

員
会
及
び
本
部
会
議
で
確
認
し
推
進
し
て

い
ま
す
。

七
月
よ
り
町
職
員
編
三
十
二
講
座
の
メ

ニ
ュ
ー
を
準
備
し
、
曜
日
、
時
間
を
問
わ

ず
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
メ
ニ
ュ
ー
に

な
い
内
容
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
対
応

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

十
月
よ
り
制
度
の
活
用
を
開
始
し
ま

す
。
制
度
の
設

置
に
あ
た
り
各

学
校
が
求
め
て

い
る
指
導
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
れ

に
対
応
す
る
人

材
の
発
掘
と
登

録
を
重
点
に
し

た
リ
ス
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

町
の
課
題
・
関
心
事
を
テ
ー
マ
に
課
題

解
決
に
む
け
た
方
策
を
さ
ぐ
る
内
容
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
内
容
は
推
進
協

議
会
の
意
見
を
聞
き
、
専
門
委
員
会
の
中

で
、
内
容
を
協
議
し
講
座
全
体
を
作
り
あ

げ
る
た
め
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
士
幌
町
役
場
企
画
課

生
涯
学
習
推
進
担
当
　
寺
田
和
也
）

編
　
集
　
後
　
記

今
年
の
夏
は
、
例
年
に
な
い
記
録
的
な

猛
暑
が
続
き
ま
し
た
が
、
駒
大
苫
小
牧
高

校
野
球
部
の
全
国
制
覇
や
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
道
産
子
選
手
の
め
ざ
ま
し
い

活
躍
な
ど
、
道
内
ス
ポ
ー
ツ
界
に
夢
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
た
熱
い
夏
で
も
あ
り
ま

し
た
。

一
方
、
北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
は
、
多

く
の
爪
痕
と
道
民
の
心
に
深
い
傷
跡
を
残

し
た
夏
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
協
会
会
員
、
関
係
者
の
皆

様
の
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 新

会
員
紹
介

次
の
方
々
が
新
た
に
賛
助
会
員
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

・
個
人
会
員

中
　
村
　
日
出
男
（
札
幌
市
北
区
）

池
　
田
　
真
　
治
（
雄
武
町
）

内
　
宮
　
雄
　
二
（
雄
武
町
）

森
　
澤
　
　
　
廣
（
雄
武
町
）

竹
　
田
　
浩
　
二
（
雄
武
町
）

高
　
橋
　
　
　
恵
（
雄
武
町
）

木
　
村
　
晶
　
雄
（
雄
武
町
）

小
　
林
　
浩
　
路
（
雄
武
町
）

横
　
畠
　
　
　
靖
（
雄
武
町
）

三
　
浦
　
健
　
一
（
雄
武
町
）

・
団
体
会
員

財
団
法
人
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
北
海
道
支
社

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

士
幌
町
の
生
涯
学
習

ふ
れ
愛
ユ
ー
ト
ピ
ア
推
進
本
部

生
涯
学
習
推
進
室

生
涯
学
習
専
門
委
員
会
及
び
部
会

ふ
れ
愛
ユ
ー
ト
ピ
ア
推
進
協
議
会

生
涯
学
習
事
業

一
、
ふ
れ
愛
ユ
ー
ト
ピ
ア
出
前
講
座

二
、
生
涯
学
習
支
援
バ
ン
ク
登
録
制
度

三
、
第
九
回
士
幌
町
生
涯
学
習
講
座

会報第６２号� （6）�

平
成
十
六
年
十
月
発
行

〒
〇
六
〇
―

〇
〇
〇
二
　
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目
　
電
話（
〇
一
一
）二
八
一
―

六
六
六
一

財
団
法
人
北
海
道
生
涯
学
習
協
会
　
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
リ
ハ
ビ
リ
ー

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,


